











本研究では、convolutional LSTM (ConvLSTM)において、時空間方向それぞれに skip connection
を導入することによって ConvLSTMの構造を変更する。また、それを用いた表情認識手法を提案する。
本研究では、勾配消失を抑制し、より過去の情報を利用できるように改良した Enhanced ConvLSTM
を提案する。Enhanced ConvLSTMは従来の ConvLSTMに図 1の赤線、青線のパスを追加すること
によって実現される。赤点線のパスが Temporal skip connectionを表しており、これによって時間方
向の誤差逆伝搬の際の勾配消失の抑制と 2フレーム前の情報を利用することができる。また、青破線が
Spatial skip connectionを表しており、これにより空間方向の誤差逆伝搬の際の勾配消失を抑制する。
提案する表情認識手法の概要を図１に示す。本手法は、2 つの Enhanced ConvLSTM ストリームと














たところ、skip connectionを追加した Enhanced CovnLSTM (c)の認識率は 44.28%であり、従来の
ConvLSTM (b)に比べて 4.44%向上した。次に (c)に ResNetストリーム (a)を追加した場合と (c)を比
較した。(a)のみでは、33.70%と認識率が低いが、(c)に (a)を加えることによって認識率は 45.29%に
向上し、Enhanced ConvLSTM(c)のみの場合に比べて 1.01%向上した。また提案手法と従来手法の認
識率を比較したところ、提案手法の認識率は 45.29%であり、従来手法に比べ、2.31%向上したことが
確認できた（表 2）。
今後は、マルチタイムスケールを考慮した認識システムのあり方を検討する予定である。
表 1　提案手法の構成要素の各組合せの認識率
表 2　提案手法と従来手法の認識率
